
 第４学年２組 図画工作科学習指導案 

指導者 川崎市立向丘小学校 

白石 裕之 

１．題材名  「The Silhouette Puzzle ～○○の瞬間～」  

Ａ表現（１）造形遊び ２時間扱い  

 

２．「その子らしいよりよい表現」につながる授業の構想  

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 自己決定の連続 

「育てたい力」の高まり 

子ども 

教師 

 

 

 
 

実態を把握する 

育てたい力 
[造形への関心・意欲・態度] 

[発想・構想の能力] 

[創造的な技能] 

[鑑賞の能力] 

 

自己肯定感 

・遊びに対する発想が豊かで自己表現
が大好きな明るいクラスである。 

・場所やものに関わる経験が少ない 
・発想が豊かな子どもと苦手な子 

どものギャップが大きい。 

 

・進んで場や材料に働きかける事がで
きる。 

主題 
・思いをふくらますために、置き

方、重ね方によって多様な活動
ができることを伝える。 

技法 
・ポーズにこだわると多様な表現

につながり、誰もがすぐに表現
できるために、置く、並べる、
重ねるなどの簡単な技法を紹
介する。 

・材料や技法のよさを十分味わう
ために、シルエットシートを動
かし、重ねるなどの良さを伝え
る。 

場の設定 
・周りの活動に目を向けていくよ

うにするため、シルエットシー
トを場の真ん中に置く。 

人とのかかわり 
・めあてにそって表現のよさを感

じるために、めあてごとにおも
しろい使い方を発表しあう。
（友達の良さをふり返る。） 

・材料をもとに新しい造形活動を見つけたね。 
・やってみたいことがたくさんできたね。 
・友達のいい表現を見つけたね。 

・連続したら、ま
るで動いてる
みたい。 

 

感
じ
る 

つくり出す喜び 

考
え
る 

題材を考え、目標と評価規準 

を設定する 

学習 
評価・支援 

感
じ
る 

考
え
る 

感
じ
る 

考
え
る 

教師の手だて 
・人の体の形っ

て面白い 

・友達はその場所が 
いいと思ったんだ。 

・同じ場所だけど、向
きや方向が違うと
感じ方が違うな。 

そ
の
子
ら
し
い
よ
り
よ
い
表
現 

・自分の体を自由に動かして、最高にお
気に入りのポーズを新聞紙に写し取
り、切りぬく活動を楽しんでほしい。 

・切り抜いたシルエットシートを使いな
がら、おもしろい活動を考えてほしい。 

・シルエットシートからできたラインの
形や場所などのおもしろさをかんじと
ってほしい。 

・シルエット
シートをず
らしたり、
重ねたりす
ると、変化
がある。 

・いろいろな置
き方、置き場
所を試してみ
るとおもしろ
いことがみつ
かるぞ。 

・思い通りにできた。 
・新しい使い方、表し方を見つけた。 

 

そ
の
子
ら
し
い
表
現 

・どの子も進んで活動に取り組むこと
ができる。 

・書く前に何度でも
シルエットシート
を動かせるから便
利だね。 

・自分の思いつきを友達がほ
めてくれた。これでいいん
だ。 

・友達のおもしろいアイデア
を見つけた。参考にしてみ
よう。 

☆授業構造図☆ 

指導案 1 
 



３．活動場所  アリーナ 

 
４．題材について ～テーマにせまるために～ 

テーマ つくりだす喜びを実感できる授業をめざして 
（１）子どもたちの実態 
  4 年 2 組は男子 13 名（内 1 名特別支援級と交流）、女子１６名の 29 名である。4 月に出会って

から様々な造形活動を一緒に楽しんできた。4 月「絵の具でゆめもよう」では、ドリッピング、スパ
ッタリング、マーブリング、デカルコマニー、スタンピング、コラージュを体験し、絵の具を使った
様々な表し方を学んだ。その作った作品の紙をさらに使って、どんなことが表せるか楽しんだ。 

  はじめてやることに、ドキドキしながらなかなか手が出せない。失敗を恐れていることが伝わって
きたので、一人一人に声をかけ、認めることを大切にすると、「失敗なんてないんだ。」「どんな風に
なっても、大丈夫なんだ。」と分かり、最後まで楽しく活動できた。 

  5 月の運動会では、「145 周年の特別 
な記念に横断幕を作ろう。」と学年全員が 
参加して、一人一人の手を足跡に見立て 
て、過去から未来へつながっていく希望 
と明るい気持ちを表した。 

  6 月「光とかげから生まれる形」では、 
 明るい場所で、身の回りにあるものを使って、いろいろな組み合わせや、光の当たり方で、かげの形

が変わるのを楽しんだ。校庭の体育倉庫にあるものを並べたり、積んだり時間いっぱいまで楽しむ姿
があった。一方、場所やものに自由に関わる経験の少なさを感じた。「どんどん並べたり、重ねたり 

しよう。」の活動が始まったとき、全員が倉庫からな 
かなか出てこなかった。また、友達と同じものを持っ 
てきたのだ。その後フープや三角コーンなどを持って 
きて、色々な角度や重なりを試行錯誤し始めたが、よ 
り一層、材料や場所に働きかける経験を積む必要があ 
ると考えている。 
 

（２）題材と育てたい力 
育てたい力：発想・構想の能力 
 そこで、豊かな発想をさらに伸ばして、つくることを思いきり楽しめる題材を設定した。材料であ
る自分の体の影シートを組み合わせのおもしろさや場所との考えながら置いたり、並べたり貼ったり
していく。だれでもすぐにイメージを広げることができ、表現することの喜びを感じることができる。 
この経験が造形への関心・意欲・態度の高まりにつながっていくと考えている。 
 また、概念にとらわれず、進んで材料や場所に関わっていく姿を願っている。活動が進むと子ども
同士の会話が促され、互いを認め合う場面が見られるようになると思う。なかまの見方や感じ方の良
さに気づき、自分の思いがさらに広がっていく活動を通して、育てたい力、 
特に発想・構想の能力が高まっていくものと考えている。 

（３）自分で「感じる」「考える」ことを大切にした手立て 
～「その子らしいよりよい表現」につなげるために～ 

材料 
子どもたちは、見慣れた「かげ」が材料として出会うことを知らない。 

新聞紙に写し取ることで消えることもなく、自由に方向や角度、その一部 
を用いることが可能になる。組み合わせることで今まで考えた事のない、 
新しい発見がある。広い場所で、床一面がキャンパスになり、シルエットが広がっていく個の活動が、
友達と関わることで、さらに意欲をかき立てられることにつながる。 
 人とのかかわり 

造形遊びでは、人とのかかわりが重要な要素となる。子どもたちは、一人ではつくることができな
いシルエットシートの製作を通して、どんなポーズがいいのか、向きや角度などを考えていく、同時
に切り取りやその後の組み合わせも「感じる・考える」ことを「見える化」することで、自分や友だ
ちのよさを認め合い、思いがふくらみ、自分らしい表現につなげていくと考えている。 
場の設定  
天候に関係なく活動できる場所であり、ダイナミックに展開できる活動を保証するためにも、アリ

ーナを活動場所に選んでいる。また、活動中に新しいシルエットシートが作りたくなる場合も考えら
れるので、アリーナの中を製作エリアと活動エリアに分けることにした。「感じる」「考える」ことが
大切にされかつ、はさみを使用するので、安全面を考慮してエリアを分けることにしている。 

授業開始前においてあるシルエットシートの位置もアリーナのほぼ中央に置くことにしている。中
央にあることで、個人の活動場所から取に行く途中に、友達の作品を見たり、話したりしながらも、
自分の中で「感じる」「考える」ことが活性化されることを期待している。 

 

 

 

  

指導案 2 
 



５．題材のねらい 

 シルエットシートを使って、並べ方や置き方を工夫し、生まれる形を考えて楽しむ。 

６．題材の評価規準 ～ ４つの観点から育てたい力を考える ～             
造形への関心・意欲・態度 発想・構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

○シルエットシートを

使ってやってみたい

ことを見つけ、活動

を楽しもうとしてい

る。 

○シルエットシートを

使いながら、おもし

ろい活動を考えてい

る。 

○シルエットシートを

切りだしたり、並べ

方を工夫したり、重

ねたり、場所を選ん

だりしている。 

○シルエットシートか

らできた形や場所な

どのおもしろさを感

じ取っている。 

７．準備 

[ 教師  ]  新聞紙、マジック、養生テープ、セロテープ、デジカメ 

[ 子ども ] 新聞紙、はさみ、のり 

８．指導と評価計画（2 時間扱い） 
 ◇子どもの活動 

・予想される子どもの反応 

○教師のかかわり・手だて 

◎「感じる」「考える」ことを大切 

にした手だて 

評価規準【 】と 

評価方法（ ） 

１

次 

 

30

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇新聞紙を使って造形活動

をすることを知る。 

 

 

 

◇新聞紙を広げ 4 枚をのり

で貼り合わせ、1 枚の大き

な新聞紙をつくる。 

・張り合わせ方がよく分から

ない。 

 

 

 

 

◇大きな新聞紙に、自分の体

をのせて、思いつくポーズ

をとり、ペアの子に協力し

てもらってシルエットを

マジックでかく。 

・体に厚みがあるから難しい

な。 

 

・体が大きくて全部入らな

い。 

 

 

 

 

 

◇ペアで協力して、描いたシ

ルエットをはさみで切り

取る。 

・細かい部分がうまく切り取

れない 

 

 

○事前に連絡して、十分な数の新聞

紙を準備しておく。 

 

 

 

○新聞紙を広げた状態で 4 枚を貼り

合わせ、1 枚の大きな新聞紙にす

るので、広い場所を確保しておく。 

○事前に準備した、映像を見せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎なるべく新聞紙に体が接する面積

が多くなるようなポーズの方が面

白い形になることを伝える。 

◎必ず体全部を入れる必要はないこ

とを伝える。 

◎大きな体の人が新聞紙に入るため

に体を曲げるなどポーズに工夫す

ると面白い形が発見できることを

伝える。 

 

 

 

 

○あまり細かく切ることよりも、体

の形が分かるように捉えればよい

ことを伝える。 

 

【関】材料・活動に興味を

もち、活動への意欲を高め

ている。 

（発言、表情） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発】おもしろいポーズを

考えて、新聞紙に写し取

っている。 

（発言、つぶやき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【創】シルエットシートを

切りだしたり、並べ方を

工夫したり、重ねたり、

場所を選んだりしてい

る。 

（発言、シルエットシート） 

 

 

 
 

 

  

自分だけの瞬間を見つけよう 

指導案 3 
 



 

２ 

次 

 

 

60

分 

 

本 

時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

◇シルエットシートを使っ

て造形活動をすることを

知る。 

 

 

◇めあてや表現方法を確認

する。 

 

 

 

 

◇「図工のめあて」を声に出 

して確認する。 

 

 

 

◇シルエットシートを使っ

て活動をする。 

・新聞紙に好きなポーズをと

り、水性ペンでシルエット

ラインを引いている。 

・友達と協力しながら、新聞

紙をはさみで切りぬき、シ

ルエットシートをつくっ

ている。 

・シルエットシートをアリー

ナのキャンバスに広げて

ている。 

 

◇「図工のめあて」にそって

今日の活動の振り返りを

する。 

◇学習カードに今日の活動

の振り返りを記入する。 

 

 

○思いをふくらますために、置き方、

貼り方によって多様な活動ができ

ることを伝える。 

○活動場所（アリーナ・キャット 

ウォーク）を確認する。 

◎誰もがすぐに表現することができ

るために、置く・並べる・はる等、

簡単な技法を紹介する。 

◎材料や技法のよさを十分感じるた

めに、色をぬる、切り刻むことは

しないという技法を制限する。 

○めあてシートを提示し、本時のめ

あてを全員で読み上げる。 

 

 

 

○思いついたらすぐに試せるよう

に、新聞紙が多数あることを知ら

せる。 

 

 

 

◎周りの活動に目を向けていくよう

にするため、シルエットシートを

場の真ん中に置く。 

 

 

 

 

◎自分の頑張ったことを書くとと 

もに、友達の頑張りや素敵な考え 

を見つけたことを書くことを伝え 

る。 

 

【関】材料・活動に興味を

もち、活動への意欲を高め

ている。 

（発言、表情） 

 

【発】シルエットシートを

見て、おもしろい使い方

や置く場所を考えてい

る。 

（発言、つぶやき） 

 

 

 

 

 

 

 

【発】シートを使って、お

もしろい使い方や置き方

を考えている。 

（活動の様子） 

【関】仲間と協力して、シ

ルエットシートを使って

活動を楽しもうとしてい

る。（活動の様子） 

【創】床だけでなく、それ

以外の場所と関わりを選

ぼうとしている。 

（活動の様子） 

【鑑】友達の作品に興味を

もち、自分の作品と比べ

ながら聞いている（発言） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シルエットシートを使って、並べ方や置き方を工夫し、生まれる形を大発見して楽しもう。 

指導案 4 
 



 

９．本時の活動（２／２時間 ６０分） 

 

（１）本時のねらい 

○シルエットシートを使って、並べ方や置き方を工夫し、生まれる形を考えている。 

 

（２）本時の展開 

◇子どもの活動 

・予想される子どもの反応 

○教師のかかわり・手だて 

◎「感じる」「考える」ことを大切にした 

手だて 

評価規準【 】と

評価方法（ ） 

◇シルエットシートを使って造形活

動をすることを知る。 

 

 

◇めあてや表現方法を確認する。 

 

 

 

 

 

 

◇「図工のめあて」を声に出して確

認する。 

 

 

 

 

◇シルエットシートを使って活動を

する。 

・新聞紙に好きなポーズをとり、水

性ペンでシルエットラインを引い

ている。 

・友達と協力しながら、新聞紙をは

さみで切りぬき、シルエットシー

トをつくっている。 

・シルエットシートをアリーナの床

全体をキャンバスにして置いてい

る。 

・壁に貼りつけたいけど、困ってい

る。 

 

 

◇「図工のめあて」にそって今日の

活動の振り返りをする。 

 

◇学習カードに今日の活動の振り返

りを記入する。 

 

 

 

○思いをふくらますために、置き方、貼り

方によって多様な活動ができることを

伝える。 

○活動場所（アリーナ・キャットウォーク）

を確認する。 

◎置く・並べる・はる等、簡単な技法が大

切であることに気付けるし、めあてにつ

なげる。 

◎材料や技法のよさを十分感じるために、

色をぬる、切り刻むことはしないという

ように技法を制限する。 

○めあてシートを提示し、本時のめあてを

全員で読み上げる 

 

 

 
 
○思いついたらすぐに試せるように、新聞

紙が多数あることを知らせる。 
 
 
 
◎周りの活動に目を向けていくようにす

るため、シルエットシートを場の真ん中
に置く。 

○自由において良いこと。友達と重ねた
り、つなげたりして良いことを知らせ
る。 

○壁面に貼りつけたいときは、養生テープ
を用いても良いことを伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【関】材料・活動

に興味をもち、

活動への意欲

を高めている。 

（発言、表情） 

 

【発】シルエット

シートを見て、

おもしろい使

い方や置く場

所を考えてい

る。 

（発言、つぶや

き） 

 

 

 

【発】シートを使

って、おもしろ

い使い方や置

き方を考えて

いる。 

（活動の様子） 

【関】仲間と協力

して、シルエッ

トシートを使

って活動を楽

しもうとして

いる。 

（活動の様子） 

【鑑】友達の作品

に興味をもち、

自分の作品と

比べながら聞

いている。 

（発言） 

 

 

 

 

 

シルエットシートを使って、並べ方や置き方を工夫し、生まれる形を大発見して楽しもう。 

 

指導案 5 
 



 

１０．振り返り． 

  ○子どもたちの姿で考えていく成果 

出会った頃は、はじめてやることに、ドキドキしながらなかなか手が出せない。失敗を恐れて

いることが伝わってきた。初めてやることに対して、「失敗したくない。」「どうすれば上手くで

きるか。」という根拠のない心配が目立つ子どもたちであった。 

    この題材を通して、「失敗はないんだ。」「約束を守れば、自由にできるんだ。」という事を感じ 

取れた。自分が気に入った形（自らのシルエットや友だちのシルエット）を縦横無尽に組み合わ

せ、楽しめていた。 

    １次では、普段気にも留めてい 

ない自分の影を題材にすることを 

知る。自分のシルエットを新聞紙 

に写し取り、切り抜くことで、自 

分では見れない楽しいシルエット 

が誕生する。シルエットのおもし 

ろさを十分味わえた。 

    ２次では、大量のシルエットを 

見ながら、縦に横に並べ、重ね、 

つなぎ合わせていった。アリーナ 

という十分な空間をのびのびと使い、床一面が大きなキャンバスのようになって、不思議なシル

エットが広がっていった。活動を通して、常に自分の思いをもち、友達の動きを見ながら会話を

して、友達との関わりを通し、楽しんで活動が進められた。ステージから反対側の扉までつない

で、作りだしたシルエットや面白い形を並べるうちに、クワガタのような形も生まれてきた。 

 

○子どもたちの姿で考えていく課題 

    楽しくて１次のシルエットをつくりだす活動をやめられない子どもがいた。２次に入ってから

も、必要があれば新しいシルエットを作り出すことを認めていた。しかし、楽しさのあまり終了

近くまで作っていた子どもたちがいた。どんなに楽しい活動でも、本時のねらいからそれている

と判断されれば、修正の声をかけていく必要がある。 

    キャットウォークの利用がもう少し柔軟に活用できたと考えられる。アリーナという広い空間

で、子どもの目の高さで見えるものと、キャットウォークの上から見下ろすのでは、見える空間

が違う。本時では最後の段階で鑑賞時間を設定し、キャットウォークに子どもたちを上げたが、

本来はシルエットを移動させたり、並べる段階で自由に見ながら、楽しめるようにする方が良か

ったと考える。 

    造形遊びとしての活動は、つくりたいものをつくる活動ではない。しかしながら、クワガタの

形を作り出した子どもたちは、途中までシルエットのおもしろさを味わっていた。途中でクワガ

タに見えることに気付くと、意識的につくりたいものをつくってしまった。造形遊びからつくり

たいものをつくるに変わっていったことが、今後の課題となっていく 

 

 

 

指導案 6 
 


